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「
新
た
な
米
政
策
」で
経
営
安
定
ヘ

農
家
の
み
な
さ
ん

、

全
員
参
加
の
「金
一
圃と
も
諭
鵠
事

に
参
画
b

ま
し
ょ
う

グ

四
年
連
続
の
豊
作
の
影

響
に
よ
り

、

自
主
流
通
米
価
格
は
大
幅
に
低
下
し
て
い
ま
す

。

価
格
低

下
に
歯
止
め
を
か
け
、
稲
作
生
産

、

稲
作
経
営
を
安
定
さ
せ
る
に
は

、

す
べ
て
の
稲
作
農
家
が
生

産
調
整
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

米
の
状
況

米
余
り
に
よ
り
、
平
成
一

O
年

一
O
月
に
は

、

国
産
米
在
庫

量
が

三
七
O
万
ト
ン
に
達
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
適
正
備
蓄
量

と
さ
れ
る
こ

0
0

万
ト
ン
を
大
幅

に
超
過
し
て
い
ま
す
。

米
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
米
価
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
な
り
ま
す

。

新
た
な
米
政
策

の
あ
ら
ま
し

O
米
需
給
安
定
対
策

生
産
者
拠
出
と
政
府
の
助

成
に
よ
り
全
国
規
模
で
資
金

を
造
成
し
、
生
産
者
に
取
組

実
績
に
応
じ
て
補
償
金
を
交

付
す
る
制
度
で
す
。

〔対
象

・
要
件
〕

①
生
産
調
整
を

一
O
O
%

以
上
実

施
し
た
農

業
者
が
対
象

②
全
国
と
も
補
償
へ
参

加

(水
田

面
積

一
0
ア
ー
ル
当
た
り

三
、

0
0
0

円
の
農
家
拠
出
補
助

)

〔補
償
金
〕

転
作
等
の
実
施
態
様
に
応
じ
て

次
の
補
償
金
が
受
け
取
れ
ま
す
。

※
地
域
で
集
団
的
に
加
入
し
た
場

合
に
は
、
補
償
金
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
(表
l

、

2

参
照
)

転作補償金単価表 (表1)

態 様 単 価

①一般作物転作(麦、大豆、飼料作物等)

7Ì<年性作物等転作(果樹等 ) 25千円/lO a

多面的機能水田 (景観形成作物等)

②調整水田 10千円/lO a

GY持例作物転作(野菜等) 4 千円/lO a

④土地改良jI!i年施行、保全管理、自己保全管理 4 千円/ 10a

地域集団加入促進(J二言己①~①にjJ[J tì: ) 5 千円/ 10 a 

(表2 )需給安定対策の仕組み

l 政府助成 1 ， > 成 (全国規模)、t土

ユ旦
ノヘ、
jj;o 資

1Jn 
(受取)
最高25 ，000円ハ Oa

(拠出 )
水田面積当たり

3 ，000円ハ Oa
入力日団集域地

(受取)
最高 25，000円ハ Oa
プラス 5 ，000円 /10a

(拠出 )
水田面積当たり
3，000円ハ Oa

生産者生産者

4調‘

生産者



O
稲
作
経
営
安
定
対
策

自
主
流
通
米
価
格
が
下
落

し
た
場
合
に
生
産
者

拠
出
と

政
府
に
よ
る
資
金
か
ら

一
定

の
補
て
ん
金
を
交
付
す
る

制

度
で
す
。

〔対
象
・
要
件
〕

①
全
国
と
も
補
償

制
度
へ
の
参
加

者
で

、

生
産
調
整
を
一
O
O
%

以
上
実
施
し
た
農
業
者
の

出
荷

す
る
自
主
流

通
米
が
対
象

②
補
て
ん
基
準

価
格
(
銘
柄
ご
と

に
過
去
三
ヵ
年
の
自
主
流

通
米

の
平
均
価
佑
)
の
二
%
を

拠
出

(
コ
シ
ヒ
カ
リ

で
六

O
匂
当
た

り
三
八
O
円
程
度
)

〔補
て

ん
金
〕

補
て
ん
基
準

価
格
と
当
年
産
米

価
格
と
の
差
額
の
八
O
%

が
補
て

ん
さ
れ
ま
す
。

(
表3
参
照
)

(表3 )稲作経営安定対策の仕組み

国

↓助成
(基準価格の 6 % )

稲作経営安定資金

生産調整実施者

拠出
(基準価格の 2% )

過去3年の入札\
指標価格の平均/

価格

十 Ji--J7111:間
一一一l ~t.lï 補 l 差額X80%

t 填 l
ー ー入札指標

日リ 日リ 日リ

々 々 年産 当
々 年 産年
年 産
産

自
主

流
通
米

価
格

戸
別
受
信
機
の
音
量
な
ど

を
調
整
し
て
く
だ
さ
い

補填金 = (補填基準価格一当年産平均価格) X O . 8 X 自主流通米出荷数量

現
在

、

各
家
庭
に
業
者
が
訪
問

し
て

、

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受

信
機
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
が

、

も
う
す
で
に
設
置
を
終
え
た

ご
家

庭
に
つ
き
ま
し
て
は

、

次
の
と
お

り
試
験
放
送
を
定
時
に
流
し
て
お

り

ま

す
の
で

、

音
量
な
ど
調
整
い

た
だ
き

、

受
信
状
況
の
悪
い
方
は

、

役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
試
験
放
送
}

~ 
一周二

日

午
後
七
時
四
十
分

。
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このボタンを押すと

音量が大 きく

なります。

千T Eヨ

盲亘電源

一一 このボタンを押すと

音量力、小 さく

なります。

口口三日Ð
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臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が支

給
さ
れ
ま
す

;
特
別
減
税
に
関
連
す
る
臨
時
特
例
措
置
;

平
成
十
年
分
所
得
税
等
の
特
別

減
税
に
関
連
し

、

老
齢
福
祉
年
金

等
の
受
給
者
、
低
所
得
の
在
宅
ね

た
き
り
老
人
等
、
高
齢
の
低
所
得

者
に
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

佐
川
土
寸
一百四
叫
L
t
寸
刊
刈
込
咽
ユリ
ふ
五
?
~ιι
、

KF
H
J4
4
4
1

j
i
f
-

-

福
祉
給
付
金

、

介
護
福
祉
金
、
特

別
給
付
金
が
あ
り
ま
す

。

福
祉
給
付
金

支
給
対
象
者

平
成
十
年
二
月

一
日
に
お
い
て

次
の
年
金

・

手
当
の
受
給
者
等

①
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

②
障
害
基
礎
年
金
等
受
給
者

ァ
.

年
金
証
書
の
年
金
コ
l

ド

の
先
頭
3

桁
が
「
6

3
5

」

「2
6
5

」

ィ
.

年
金
証
書
の
年
金
コ
ー

ド

の
先
頭
3

桁
が
「
5
3
5

」

「0
6
2

」

③
遺
族
基
礎
年
金
等
受
給
者

ァ
.

年
金
証
書
の
年
金
コ
l

ド

の
先
頭
3

桁
が
「
2

7

5

」

「2
8
5

」

ィ
.

年
金
証
書
の
年
金
コ
ー

ド

の
先
頭
3

桁
が
「
6
4
5

」

「0
7

2

」
「0
8
2

」
「l

0

2

」

④
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

⑤
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に

係
る
障
害
児

⑥
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者

⑦
障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者

③
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
分
)
受

給
者

①
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
受
給
者

※

た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
、

社
会
福
祉
施
設
入
所
者
等
に
つ
い

て
は

、

そ
れ
ぞ
れ
の

制
度
を
通
じ

て
別
途

一
時
金
が
支
給
さ
れ
る
の

で
、

支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

。

例
記
②
の
イ
、

③
の
イ
の
受
給

者
に
つ
い
て
は

、

町
民
税
の
納
付

す
べ
き
の
額
が
な
い
者

(そ
の
者

が
他
の
者
の
控
除
対
象

配
偶
者
又

は
扶
養
親
族
の
場
合
は

、

当
該
他

の
者
の
町
民
税
の
納
付
す
べ
き
額

が
な
い
場
合
)
の
み
が
対
象
と
な

り

ま

す
。

国
間支給

対
象
者

一
人
に
つ
き

一
万
円

介
護
福
祉
金

支
給
対
象
者

平
成
十
年

二
月
一
日
現
在
で

、

町
民
税
の
所
得
割
の
納
付
す
べ
き

額
が
な
い
者
(
そ
の
者
が
他
の
者

の
控
除
対
象
配
偶
者
又
は
扶
養
親

族
の
場
合
は
当
該

他
の
者
の
町
民

税
の
所
得
割
の
納

付
す
べ
き
額
が

な
い
場
合
)
又
は
生
活
保
護
受
給

者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者

①
六
」l
五
歳
以
上
の
ね
た
き
り
又

は
痴
呆
の
者
で
あ
っ
て
常
時
介

護
を
要
す
る
状
態
が
六
ヵ
月
以

上
継
続
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
者

②
障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者

①
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者

④
福
祉
手
当
受
給
者

※
た
だ
し

、

病
院
等
に

継
続
し

て
三
ヵ
月
を

超
え
て
入
院

(
入

所
)
し
て
い
る
者
や
社
会
福

祉

施
設
入
所
者
は

、

在
宅
介
護
の

支
援
と
い
う
介
護
福

祉
金
の
趣

旨
か
ら
支
給
対
象
と
は
な
り

ま

せ
ん
。

訓
附
四
凹

支
給
対
象
者

一
人
に
つ
き

三
万
円

特
別
給
付
金

支
給
対
象
者

平
成
十
年
二
月

一
日

に
お
い

て
、
町
民
税
の
納
付
す
べ
き
額
が

な
い
年
齢
六
十
五
歳

以
上
の
者

(
そ
の
者
が
他
の
者
の

控
除
対
象

配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
の
場
合

は
、

当
該
他
の
者
の
町
民
税
の
納

付
す
べ
き
額
が
な
い
場
合
)
で
あ

っ
て

、

福
祉
給
付

金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

※
た
だ
し

、

生
活
保
護
受
給
者
、

社
会
福
祉
施
設
入
所
者
等
に
つ

い
て
は

、

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
を

通
じ
て
別
途

一
時
金
が
支
給
さ

れ
る
の
で

、

支
給
対
象
と
な
り

ま

せ
ん
。

国
間支給

対
象
者

一
人
に
つ
き

一
万
円

jE l 問|2内9有6 し ? 

6 町線、合2 
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戦
没
者
等
の

遺
族
の
皆
さ
ま
ヘ

ー
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
;

平
成
七
年
に
戦
没
者
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
が
改

正
さ
れ
、
戦
没
者
等
の
遺
族
の
う

ち
、

平
成
七
年
四
月
一
日
に
お
い

て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の

受
給
権
を
有
す
る
遺
族
が
い
な
い

方
に
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
四

十
万
円
、
十
年
償
還
の
国
債
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

支
給
対
象
者

①

平
成
七
年
四
月

一
日
ま
で
に

弔
慰
金
(
遺
族
国
庫
債
券
)
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方

②

戦
没
者
等
の
子

③

戦
没
者
等
と
生
討
を
と
も
に

し
て
い
た
父
母

、

孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
(
婚
姻
、
養
子
縁
組

に
よ
り
平
成

七
年
四
月

一
日
に

氏
が
変
わ
っ
て
い
る
方
は
除
く

)

④
③

以
外
の
父
母

、

孫
、

祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

⑤
①

か
ら

④
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族

(戦
没
者
等
の
死
亡
ま

で
引
き
続
い
て
一
年
以
上
生
計

を
共
に
し
て
い
た
方
に
限
り
ま

す
)請

求
の
，

受
付

請
求
の
受
付
は

平
成
十
年
三
月

三
十
一
日

ま
で
で
す
。

そ
れ
ま
で
に
請
求
さ
れ
ま
せ
ん

と
受
給
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

。

役
場
福
祉
課
福
祉
係
ま
で

2
9
6
6

・
2
2
2
2

(内
線
3
5

)

有
線
2

1

3
3

市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
災
害
を

受
け
た
時
、
少
し
の
掛
け
金
で
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
お
年
寄
り
・

子
ど
も
を
含
め
、
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す

す
め
し
ま
す

。

わたしも

災害共演に

はいって安心 11

あなたも…そして、

哩毎眠、

コ仁J F

みんなで加入しよう f

口
加
入
資
格

川
内
町
に
住
民
票

(
平成
十

年
四
月

一
日
現
在
)
の
あ
る
方

た
だ
し
、
学
生
等
で

町
外
に

出
て
い
る
方
も
、
扶
養
義
務
者

が
加
入
す
る
場
合
は
加
入
で
き

ま
す
。

口
共
済
掛
金

(
一
人
年
額
)

一

般
六

O
O

円

中

学
生
以
下

二
五
O
円

(昭

和
五
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
人
)

口
共
済
期
間

平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
十

一
年
三
月

一
二十
一
日
ま
で

口
加
入
申
込

各
区
長
さ
ん
ま
た
は

、

役
場

総
務
課
で
受
け
付
け
し
ま
す

。

口
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課2

9
6
6

・
2
2
2
2

有
娘
2

1
1
1

等級 災害の程度 金額

亮亡 100万円

2 医師の治療実日数360 日以上の傷害 20万円

3 
Jム 180 日以上

17万5千円医師の J口療実日数 360 日未満の傷害

4 
ム 96日以上

15万円医師の f口療実日数 180 日未満の傷害

5 
Jム 80 日以上

12万5千円医師の j口療実日数 96 日未満の傷害

6 
ごム 64 日以上

10万円医師の/口療実日数 80日未満の傷害

7 医師の治療実日数 4648 日日以未満上の傷害 7万5千円

8 
Jム 32 日以上

5万円医師の J口療実日数 48 日未満の傷害

9 医師の治療実日数 3162 日日未以上満の傷申害 3万円

10 
ごム 7 日以上

1 万円医師の f口療実日数 16 日未満の傷害



忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ー
保
険
料
納
付

ー
国
民
年
金
保
険
料
は
、

忘
れ
ず
に
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
|

園
田
民
年
金
は
、
世
代
と
世
代

圃
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す

国
民
年
金
制
度
は
、
国
民
み
ん

な
が
加
入
し
て
若
い
世
代
が

、

年

金
世
代
を
支
え
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
納
め
る
保
険
料
が
今

の
お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え

、

私

た
ち
が
年
老
い
た
と
き
に
は
、
次

の
世
代
の
人
た
ち
が
納
め
る
保
険

料
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
る

、

国
民

全
体
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す

。

ま
た

、

万
一
の
事
故
や
病
気
な

ど
で
障
害
者
に
な

っ
て
し

ま

っ
た

と
き
に
支
払
わ
れ
る
障
害
基
礎
年

金
や
、
不
幸
に
も

亡
く
な
ら
れ
た

と
き
に
支
払
わ
れ
る
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

圃
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家

圃
族
に
と
っ
て
、
大
切
な

園
保
険
料
で
す

保
険
料
を
納
め

忘
れ
る
と
、
将

来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が

少
な
く
な
っ
た
り

、

場
合
に
よ
っ

あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
に
大

切
な
保
険
料
納
付
で
す

。

忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う

。

て
は
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。

働いて得た所得

国民年金保険料や

国民年金基金の掛金は

社会保険料控除として

控除されます

一
一月
十
六
日
か
ら

三
月
十
六
日

は
所
得
税
の
確
定
申
告
時
期
で

す
。

国
民
年
金
保
険
料
や
国
民
年

金
基
金
の
掛
金
は
、
所
得

税
の
確

定
申
告
を
す
る
と
き
に
「
社
会
保

険
料
控
除
」
と
し
て
、
全
額
が
謀

税
対
象
か
ら
差
し
引
か
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す

。

控
除
の
対
象
に
な
る
の
は
、
平

成
九
年
一
月
か
ら
十

二
月
の
聞
に

納
め
ら
れ
た
保
険
料
や
掛
金
で
、

ご
自
身
の
保
険
料
や
掛

金
は
も
と

よ

り

、

生
計
を
同
一
に
す
る
配
偶

者
、
そ
の
他
の
親
族
(
別
居
中
の

大
学
生
も
含
む
)
が
負
担
す
べ
き

保
険
料
を
納
め
て
い
る
場
合
に
は

そ
の
保
険
料
も
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

給
与
所
得
者
の
場
合
は
、
年
末

調
整
時
の
「
保
険
料
等
控
除
申
告

書
」
に
記
入
す
る
こ
と

に
よ
り
手

続
き
は
終
り
ま
す
が

、

年
末
調
整

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
や
申
告

書
に
記
入
漏
れ
が
あ
っ
た
方
は

、

住
所
地
の
税
務
署
に
確
定
申

告
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す

。

ま
た
、
過
去
に
納
め
忘
れ
て
い

た
保
険
料
を
納
め
た
り

、

免
除
を

受
け
て
い
た
期
間
の
保
険
料
を
納

め
た
場
合
な
ど
も
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告

!
レ
斗
宇
品
1
レ
トι
、
ハ
ノ。

a‘ 
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1 目 聞
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2
9
6
6

・

2
2
2
2

有
線
(
福
祉
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務
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円
4
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川
内
町
の

老
人
医
療
費
の

動
向
に
つ
い
て

平
成
八
年
度
の
川
内
町
に
お
け

る
ひ
と
り
あ
た
り
の
老
人
医
療
費

は
、
約
七
十
六
万
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

医
療
費
は
川
内
町
に
か
ぎ

っ
た

こ
と
で
は
な
く
、

全
国
的
に
年
々

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す

。

か
か
っ
た
医
療
費
に
関
心
を
も

ち
、

そ
の
有
効

利
用
を
心
掛
け
ま

}
し
ト
ふ
、
「
ノ
。

-
司
ノ

〉
」

4
U
 

事
件
』

医庭宮
小

宇
内υH

 
予
う

U
ソ
ト
A
F

ト
4砂
崩
w

療
と

み
四
つ

休
則、
原

動
3

運
康
う

、
健
ろ

養
の
守

栄
養
を

121 

時~
141 161 

両
事

老人医療費の状況

~ 受給者数 件数 費用額 一人あたり
の医療費

(人) (件) (千円 ) ( 円 )
川内町 1,588 30,829 1,207,570 760,435 

愛媛県 193,127 3,410,556 153 ,513,965 794,886 

平成 8 年度
要領よく症状の

説明をしよう

11 1 

♂ 

医療費に関心を | 健康診断は積極 | 閉じ病気でいく

持ち、健康保持 | 的に受けよう | つも違うお医者
の工夫をしよう I I さんにかかるの

をやめよう

131 

品
151 

岳n
Mm
 

171 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
方
法
は

し
ま
す
の
で
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
飛
沫
感
染

患
者
と
接
触
し
な

①
感
染
経
路
の
遮
断

.
外
出
後
は
必
ず

、
つ
が
い
と
せ

っ
け
ん
で
の
手
洗
い
を
す
る
。

顔
や
眼
鏡
も
洗
、
つ
0

.
と
く
に
せ
き
を
す
る
人
が
近

く
に
い
た
り
、
病
院
や
電

車

ぃ
、
人
込
み
は
な
る
べ
く
避
け
る

、

外
出
後
は
、
つ
が
い

・

手
洗
い
を
し

大
切
で
す
。

て
ウ
イ
ル
ス
を
遠
ざ
け
る
こ
と
が

-
予
防
の
三
原
則

予
防
の
三
原

則
は

、

感
染
経
路

の
遮
断
、
抵
抗
力
を

つ
け
る

、

隔

離
す
る
こ
と
で
す
。

固定資産課税
台帳の縦覧に

ついて

な
ど
の
人
込
み
に
出
た
と
き

め
に
行
う
。

は
う
が
い
と
手
洗
い
を
こ
ま

-
マ
ス
ク
の
着
用

0

・
部
屋
の
換
気
を
定
期
的
に
行

い
、
飛
沫
が
漂
う
危
険
を
減

ら
す
。

②
抵
抗
力
を
つ
け
る

-
一
二食
き
ち
ん
と
と
り
、

を
十
分
に
と
る
。

③
隔
離

.
病
人
が
い
る
部

屋
は
換
気
を

よ
く
行
い
、
食
器
は
別
の
も

の
に
す
る
。

-
発
症
し
た
ら
マ
ス
ク
を
つ
け

て
外
出
を
さ
け

、
人
に
う
っ

さ
な
い
よ
う
に
す
る

。

地方税法の規定により、 3 月 2 日よ

り 、 3 月 20 日 (土曜 日及び日曜日 は除く )

までの問、役場税務課において 、 固定

資産課税台帳の縦覧を行います。 ご自

分の土地や、建物の価格をお確かめに

なりたい方は、期間中無料でご覧にな

れますので、お気軽にお越しください。

なお 、 従来より土地の固定資産税評

価額は、 3 年に l 度の見直しのみでし

たが、近年の商業地を中心とした地価

下落に対応するため、価格の下がった

地域については 、 それに基づき修正を

することとなりました。

詳細につきましては、役場税務課ま

でお問い合わせくださし、。

fi966-2222 

( 内線31 )

有線212 1

睡
眠



3 ・ 4月のイベント・講座

ラ
ブ
、

川
内
保
育
園
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ

、
西
小
〈
ロ
小
学
校
少

年
消
防
ク
ラ
ブ

川
内
町

川
内
町
・

重
信
町
消
防
団

、
東

温
消
防
署
な
ど
消
防
関
係
団
体
が

一
堂
に
集
ま
り
、
恒
例
の
消
防
出

初
式
が
川
内
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

観
覧
く
だ
さ
い
。

口
日

お
気
軽
に
ご

3 
月
l 時
日

午 ( 日 )

9 
時
か
ら

口
場

所

川
内
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

(
雨
天
の
場
合
は
、

中
央

公
民
館
大
ホ
l

ル
)

口
参
加
団
体

川
内
町
・
重
信
町
消
防

団
、
東
温
消
防
署
、
東
温
防

火
管
理
者
連
絡
協
議
会

、

グ

リ
ー
ン
タ
ウ
ン
婦
人
防
火
ク

• 
消
防
出
初
式

重
信
町

0. 

( 日 ) 午後 6 時間場

午後 6 時30分間演

4 月 5 日

日土
寸

所口場

口 日

中央公民館大ホール

催

心参太鼓ライブ実行委員会

口後援

川内町教育委員会、川内町商工会、 川内 11IJ社会

福祉協議会、 川内町文化協会、川内町婦人会

h
F

心
参
太
鼓
と
3

6

北
方
獅
子
舞
G

スポーツ
医学講座

川内11/]"のスポーツの指導的立

場にある方及びスポ少団員の家

族を対象にスポーツ医学講座を

開催しております。

口
日

時

口
中 場 3
央 月
公 所 4
民 日
館(水)

(
3回
目

)

口
内
容

高
義「

ス
ポー
ツ
と
栄
養
に
つ
い
て

」

口
申
込
・
間
合
先

申
込
、

内
容
の
詳
細
に
つ
い

口主

大人1 ，000円 (当 日 1 ，200円 )

800円 (当日 1 ，000円 )

口入場料

前売券

小・中・高

a‘ h 

A

守
門
，
t

円
ノ
白1
i

て
は
教
育
委
員
会
(
2
9
6
6

・

有
線
5
9

1

1

)



第
ω
回
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会

「
熊
本
大
会
に

十

一
月

二
イ

九
日

、

同和教育だより

三
十
日

、

十
二
月
一
日
の

三
日
間
、
熊
本
の

パ
l

ク

ド
ー

ム
熊
本
を
メ
イ

ン
会

場
に

、

第
四
十
九
回
全
国
同
和
教

育
制
究
大
会
が
行
わ
れ
た
。

川
内

町
か
ら
は
自
分
を
含
め

、

行
政

、

婦
人
会

、

教
育
関
係
者
な
ど
か
ら

六
名
が
参
加
し
た
。

前
日

の
二
十
八
日
に
松
山
観
光

港
か
ら
フ
ェ
リ
ー

に
乗
っ
て
、

小

倉
へ
向
か
っ
た

。
二
十
九
日
の
早

朝
に
下
船
し

、

そ
こ
か
ら
列
車
を

乗
り
継
い
で
熊
本
駅
に
着
い
た
の

が
九
時
だ
っ
た
。

会
場
ま

で
の
シ

ャ
ト

ル
パ
ス
が
運
行
し
て
い
た
が

二
万
人
近

い
参
加
者
を
運
ぶ
に
は

あ
ま
り
に
少
な
す
ぎ
た
。

我
々
は

タ
ク
シ

ー

を

利
用
し
た
が
会
場
に

参
加
し
て
」

川
内
中
学
校
教
諭

近

陵

藤

近
づ
く
に
つ
れ
て
大
渋
滞
と
な

り
、

九
時
三
十
分
の
閉
会
に
、

一

時
間
近
く
遅
れ
て
し
ま
っ
た

。

出

来
れ
ば
も
う
少
し
余
裕
を
持
っ
た

行
程
が
組
め
る
と
い
い
の
だ
が
。

会
場
に
入
る
と
そ
こ
は
人
で
埋

め
尽
く
さ
れ

、

熱
気
で
あ

ふ
れ
で

い
た
。

様
々
な
地
方
の
言
葉
が
飛

び
交
い

、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら

、

若
い
女
性
ま
で
、
様
々
な
年
齢
層

の
人
た
ち
が
入
り
乱
れ
て
い
た

。

こ

の
大
会
に
対
す
る
関

心
の
高
さ

を

肌
で
感
じ
た
。

会
場
で
は

、

オ
ー
ロ

ラ
ビ
ジ
ョ

ン
に
発
表
者
が
大
き
く
映
し
出
さ

れ
、
横
で
は
手
話
通
訳
を
し
て
い

る
人
が
い
た
。

い
ろ
ん
な
人
へ
の

配
慮
が
確
実
に
な
さ
れ
て
い
る

。

ま
さ
に
こ
れ
が
同

和
教
育
の
原
点

で
あ
り
、
今
後
の
社
会
の
あ
る
べ

き
姿
を
示
し
て
い
る
。

今
に
な
っ

て
や
っ

と
福
祉
社
会
へ
の
転
換
が

叫
ば
れ
て
い
る
が

、

同
和
教
育
が

、

常
に
人
権
を
考
え
て
き
た
取
り
組

み
が
着
実
に
実
を
結
ん
で
い
る
と

実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

午
後
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場

に
分
か
れ
て
の
分
科
会
が
行
わ
れ

た
。

私
は
「
自
主
活
動
」
部
会
に
参

加
し
た
。

そ
こ
で
は

地
元
の
熊
本

や
、

福
岡
、
広
島

、

兵
庫

、

奈
良
、

滋
賀
な
ど
、
全
国
各

地
の
報
告
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

地
域
も
様
々

で
あ
っ

た
が
、
報
告
内
容
に
つ
い

て
も
、
部
落

差
別
の
問
題
だ
け
で

な
く

、

障
害
者
と
と
も
に
歩
ん
で

き
た
実
践
、
在
日
純
国
人
の
問
題、

不
登
校
生
と
の
関
わ
り
な
ど

、

広

く
人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
が

、

熱
く
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
そ
れ
に
対
し
て
の
質
疑
応

答
が
真
剣
に
、
情
熱
を
持
っ
て
行

わ
れ
る
姿
を
見
て

、

改
め
て
、
差

別

解
消
へ
の
願
い
が

、

同
和
教
育

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

た
。
学
校
現
場
で
行
わ
れ
て
い
る

研
修
会
で
は
見
る
こ
と
の
出
来
な

い
風
景
で
あ
る
。

理
論
や
実
践
だ

け
で
な
く
、
そ

れ
に
対
す
る
思
い
や
願
い
を
ぶ
つ

け
、
必
死
に
な

っ

て
や
ら
な
い
と

人
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
難
し

い
。

部
落
差
別
を
は
じ
め
、
現
代

社
会
に
存
在
す
る
様
々
な
差
別
の

解
消
に
対
し
て

一
番
の
障
害
に
な

っ
て

い
る
の
は
、

ま
わ
り
の
人
た

ち
の
無
関

心
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

差
別
解
消
に
向
け
て

一
丸
と

な

っ

て
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら

な
い
は
ず
の
教

員
の
意

識
が

一
つ
に
ま
と
ま
ら
な
い
、

う

言
っ

た
苛
立
ち
を
感
じ
さ
せ
る

よ
う
な
発
言
も
見
ら
れ
た
。

次
の
日
も
分
科
会
が
あ
り

、

報

告
、
質
疑
応
答
の
続
き
が
行
わ
れ

た
。
差
別
を
受
け
た
人
に
は

、

そ

の
差
別
に
立
ち
向
か

っ
て

い
く
強

さ
を
身
に
つ
け
る
取
り
組
み
を

し
、

ま
わ

り
に

対
し
て
は

、

集
会

や
話
し
合
い

、

体
験
学
習
を
通
し

て
正
し
い
認
識
が
出
来
る
よ
う
な

取
り
組
み
の
実
践
報
告
な
ど
が
あ

っ
た
。

ま
だ
日
本
に
は
厳
し
い
差
別
の

現
実
が
あ
る
。

分
科
会
の
場
で
、

同
和
地
区
の
保
護
者
の
方
が
自
分

の
立
場
を
宣
言
し
、
涙
な
が
ら
に

差
別
の
現
実
に
つ
い
て
語
る
場
面

が
あ
っ
た
。

自
分
の
子
ど
も
た
ち

の
時
代
に
は
、

こ
ん
な

差
別
は
な

そ

く
な
っ
て
い
て
欲
し
い
と

。

a調h

子
ど
も
の
心
の
中
に
あ
る

差
別

意
識

、

差
別
発
言
の
背
景
に
は
、

そ
の
子
を
取
り
ま
く
家
庭

、

地
域

の
人
た
ち
の
間
違

っ

た
考
え
方
が

あ
る
。

今
回
の
研
究
大
会
に
参
加

し
て
、

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
消
に

向
け
て

、

行
政
を
中
心
に

学
校

・

家
庭

・
地
域
が

一
体
と
な
っ

た
取

り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感

ド
レ
れ
~
。

最
後
に
、
こ
の
よ

う
な

貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
川
内

町

の
関
係
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
し

-

F

、
A

n》

・
ヂ
ム-U
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‘三島神社 (保免)

医王寺 (宝泉)

v 

高校生父母の会・ PTA連合会主催

文化財防火訓練
1 月 25 日 三 島神社で、 1 月 26

日医王寺で 、 それぞれ文化財防

火訓練が行われました 。 東 j毘消

防署、消防団、地元の方が参加

して消火栓を使つての放水訓練、

消火器による消火訓練が行われ、

寒さの中 、 きびきびと訓練に取り組んでいました。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

河野兵市氏講演会

1 月 24 日、 :1 ヒ極点単独徒歩到達を

成し遂げた河野兵市さんの講演会が

まった約200人の聴衆を魅了しました。

開催されました。 スライドを見なが

らの河野さんの数々の冒険談は 、 集

ょうこそ川内ヘ

4 木次町より 「川内町探訪ツアーJ
l 月 3 1 日、姉妹 IIIT交流 10周年を記念して、島根県木次 IIITから「川内町

探訪ツアーJ のご一行36人が川内 11り を訪れました。 中央公民館で、の歓迎

セレモニーの後は、松山観光。翌 2 月 1 日に白猪の滝を見学。 足にわら

縄をまいての 山道はたいへ

んでしたが、凍滝の荘厳な

造形美に疲れも忘れ、見入

りました 。 その後、塩ヶ森

ふるさと公園を見学 して 、

木次町へと帰路につきまし

た。 お疲れ様でした。

学
習
発
表
会

a
m
w

尚
子
昔
一
Aム
一A

4plb 



力メラレポート

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
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• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 

v 少年式

2 月 4 日、 川内中学校で少年式が行われ、 14歳の

春を迎えた 2 年生144名の人生の節目を祝いました。

今年の少年式記念行事は、「公共施設の清掃」です。

役場周辺の清掃活動に汗を流しました。

企節分行事

2 月 3 日、 川 内保育園で節分行事の豆まき

が行われました。 「ほうろく j で豆をいり、さ

っそく 豆まき開始。 先生や年長園児が鬼に扮

してのしのし歩きまわると、歓声を上げなが

ら 、「鬼退治J に興じました。

‘ 川上幼稚園おゅうぎ会
ぉゅうぎ会

2 月 7 日 ) 11 上幼稚園、 2 月 15 日川

内保育闘でおゅうぎ会が行われまし

た 。 川上幼稚園では 、 かぜが流行っ

ていて、思うように練習ができ ませ

んでしたが、休んでいる園児の分ま

V 川内保育園おゅうぎ会

で、元気に頑張っ ていま

した 。 川内保育園では、

おゅうぎ室に入りきれな

いほどの保護者の前で 、

元気一杯の演技を見せて

くれました。

「滑川ふるさと塾」が
表彰される f

2 月 lO 日、愛媛県松山地方局で開

催された 「省資源 ・ 住民活動推進大
会j において、滑 川ふるさと塾 (代

表 内田勝尉さん ) が地域の活性化

部門でその活動 ( 1ホタル祭り 」 、 1/骨

川 ためとも祭り」など) が認められ、

愛媛県コミュニテイ 推進協議会松山

地方協議会長表彰を受けられました。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
第 6 回駅伝

競走大会
2 月 8 日、駅伝競走大会

が行われましたが、競技途

中に突然、 |吹雪 となり、中止

されました 。

4画‘
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お
と
そ
気
分
も

、
ま

だ
覚
め
や
ら
ぬ

一

日
、

三
恵
ホ
l

ム
に
て
合

同

一

「
め
ぐ
み
句
会

新
春
俳
句
会
」

宙

ホ

ム

月

み
ん
な
の
広
場
に

登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を

募
集

し
て
い
ま
す
。

「こ
の
人
」
「満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

句
集
「
め
ぐ
み
」
第
七
集
発
刊
と
、
「
め

ぐ
み
句
会

」
二
百
回
を
記
念
し
て
、
新

春
俳
句
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
六
年
続
い
て
い
る
句
会
は
、
歴
代

の
指
導
者
池
川
胴
谷
氏

、

戒
能
多

喜
氏
、

高
須
賀
清
江
氏
と

町
内

の
俳
句
同
好
会

員
の
参
加
で
披
請

、

講
評
に
続
き

、

鏡

開
き
の
ぜ
ん
ざ
い
、
チ
ー
ズ
ケ

ー

キ
が

振
舞
わ
れ

、

盛
会
で
し
た
。

~婦人会から~

. 2 月 7 日の温泉郡婦人教育研究大会では 、 260

名が会場いっぱいで、つながるよろこびとともに

得がたいものを学びました。 それをもとにして、
それぞれの花を咲かせたいものです。

ありカfとうございました。

包
9
6
6

・
2
2
2
2

有
線
2

1
1
1 (代

)

.失敗 ・出 しそびれはがき集め、どうもありがと

うございました。 お金にかえて川内町社会福祉
協議会まごころ銀行へお届けしました。

-今年度の交通茶屋を行います。 El fI寺は未定です。

. 3 月 のボカシづくり

3 月 29 日 ( 日 ) 午後 7 時30分よ り

中央公民館大ホール

暖かくなりボカシ効果に最適です。 まだ、使っ

ていない方や失敗の経験のある方、挑戦してみま

せんか。 お待ちしています。

主
衣川
吟
社
一
一月
例
会

料
亭
の

座
敷
の
庭
や
柊
見
頃

留
守
の
戸
に
挟
む
メ
モ
紙
や
春
の

雪

大
師
像
写
る
湯
水
日

脚
仲
ぶ

手
作
り

の
ク

y

キ
|

少
し

来
、
同
九
日
舞

心
解
く
友
に
文
書
5

春
泥
縫

ま
と
ろ
み
も
幸
せ
の
う
ち
春
短
波

格
に
来

て

一
句
を

得
た
る
日
和
か
な

茶
の
花
や
孫
の
お
し

ゃ

べ
り
絶
へ
問
な
く

山
茶
花
の
雨
に
彩
浮
く

朝
か
な

村
長
の
顔

つ
や
や
か
に
牡
丹
鍋

湯
の
町
の
人
と
な
り
き
る
三
ヶ
日

生
.コ
ミ
も

お
ま
る
四
日
と
な
り
に
け
り

好
の
草
の

図
鑑
枕
に
寝

正
月

髪
を
杭
く
窓
の
向
ふ
や
冬

景
色

格
咲
く
や
煩
に
や
さ
し
さ
海
の
風

池
川
明
谷

:主 主
"1;; 

j-f 
宇
和
川
悠
起

片、

る

山寺
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吾1'

主真
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ト
ν
】
'
h
H

4
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L
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選
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押印
+
小
樹
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Z
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n
V
l
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部
て
る
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田

中

笹
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太
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z
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ク
a
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i
咽
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圃
司
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λ
ゲ
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7
汐
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i
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町
、
u
H
h
γん
ゲ
'
山
ぃ
、
、
、
H
o
g
g
'
ん
ゲ
\
u

、
、
μ
H
ク
グ
，t
仏
、
、
μ
げ
ん
γ
ん
ゲ

F
仏
、

H
O

川
内
町

に
移
り
住
ん
で
十
年

近

で
ス
タ
ー
ト

し
た
赤

く
な
る
片

山
さ
ん
。

そ
ば
、
、
つ
く
りに
は

、

い
ろ
い
ろ
な

こ
と

に
挑
戦
し
て

み
よ
う

と
、

中
央
公
民
館
の
「
い

ど
ば
た
会
議
」
「
中

高
年
の
山
歩

き
教
室
」
な
ど

に
参
加
。

そ
こ

で

知
り
あ

っ
た
仲
間
と
と
も
に

、

今

回
、
赤
そ
ば
を

つ
く
る
会
の
「
高

嶺
ル
ビ
l

の
会
」
を
結
成
し

、

そ

の
代
表
者
と
な
り
ま
し
た

。

井
内
の
、
水井
さ
ん
の

呼
び
か
け

片
山

さ
ん
を

は
じ

め
、

非
農
家
の
方
が

参
加
。

昨
年
、
初
め

て
の
収
穫
を

体
験
。

収
穫
し
た
赤
そ
ば

を

一
月
十
五
日

、

試

この歳満

食
し
た

片
山

さ
ん

は
、

そ
の
昧
に

魅
せ

「こ
の
赤
そ

ら
れ

、

川
柳
も
づ
く
吟
社

半
世
紀
お
国
北
り
が
抜
け
さ
れ

ず

鳴
り
止
ま
ぬ
霧
笛

杭
絡
は
今
難
所

牛
一
芳
放
さ
収
伝
選
手
区
間
賞

神
様
の
手
抜
さ
不
景
気
風
が
吹
く

赤
そ
ば
を
活

か
す
方

ﾁ 
て法ぱ
くをを
だ今 利
さ 、 用

い 考し
まえた
して 料
たい迎
。 ;t t. 

て左

口
閣
国」

近
藤
ゅ
う
き
勇
樹
く

ん

と
意
気
込
み
を
諾
つ

で
は

、

今
年
赤
そ
ば
づ

く
り
に

チ
ャ

レ

ン
ジ
す
る
会
員
を
男
女

を
問

わ
ず

&
十
名
程
度
募
集
し
て
い
る
そ
う
で
す

。

詳
し

く
は

片
山
さ
ん
ま

で
。

(
2
9
6
6

・
3
2
9
6

)

「古田
領
ル
ビ
l

の
ム
京
」

( 3 月 20 日生)

やさしくたくましく育て !

(父 ・ 母 よ り )

大
原

石
鎚
で
時
期
に
は

早
い
霧
氷
見
る

達
人
の
手
の

内

見
せ
ぬ
居
合
抜

一也
、 月

例
会

喜
撰
亭

選

霧
雨

へ
妹
お

か
止
め
よ
か
喋
忠
案

Y司

同

」r
. 白
IJJ!L 

山
本
ひ
ろ
志

渡
部
佐
久
良

田
中

~ ト

元f

峯

本
当
の
齢
は

言
わ
せ
ぬ
白

髪
染

篠
森
美
を
呈

佐
ヤ
木
胡
舟

戸
患

い
は

抜
さ

差
し

な
ら
ぬ

羽
目
に

開
店
る
平
岡

7ヰミ

舟

4硲h

霧
吹
き

の
出

番
障
子
を
張
り
啓

之

る

都
築
登
貴
子

霧
晴
れ
て

漁
港
の
妻
が
・
安
堵
す
る

日
吉
岡
潤
基
く
ん

山

本

4ト
"、
."一
司f

官
皇子

主戸

泉

官
向
瀬
喜
撰
亭

ド
レ
ト?
勺
〆

尉
く

ん

( 3 月 26 日 生)

元気でたくましく育 っ てね !

(父 ・ 母 よ り )

Lヒ|

四川

( 3 月 3 1 日生)

早く大きくなっておにいち ゃん達

と一緒に野球ができたらいいね。

(父 ・ 母 よ り)

来月号は、 4 月生まれの満 1 歳

児を葬集します。 3 月 5 日 まで

に役場総務課広報係まで写真と

コメン 卜をお寄せください。
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ロ ・・圃・・
護 対習ワ
主 象会 l
草 フO

L 口

を 需
5蕎

口
科
目

ワ
l

。

フ
ロ

口
日
時

A
コ
l

ス

B

コ
l

ス

図書寄贈
のお礼

(
日
商
検
定
3

級
)

4

月

山
日
か
ら

6

月
1

日
ま
で

の
聞
の
幻
日
間

4

月
比
日
か

ら

中央公民館図書室に、今年度も次の方々より 図

省ーを寄贈していただきました。

厚くお礼申し上げます。

6

月
お
日
ま
で

の
聞
の
幻
日
間

性
職
業
セ
ン
タ
ー

(2
9
2
3

2
2
0

1

)
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

園
経
理
事
務
(
初
級
)

圃
技
術
講
習
会

口
対
象

就
業
を
希
望
す
る

女
性

口
科
目

経
理
事
務

(
土
曜、
日
曜
、
及
び
祝
祭
日

を

除
く
)
9
時
却
八
刀1
日
時
ぬ
分

口
会
場

松
山
市
山
越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性

職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員

A
、

B

コ
l

ス

各
却
名

(
簿
記
検
定
3

級
)

口
日
時

4

月

叩
日

1

6

月

1

日
ま
で
の

聞
の
幻
日
間

(
土
曜
、
日
曜

、

及
び
祝
日
を
除
く
)
9
時
却
分

1

5
土
寸
O

子

1

i
n
H
q
u

L
ノ

(豊田市、 川内町出身)
(京都市)
(重信 IUJ)
(東京都)
(松山市)

八木美智様 (市場)
高須賀繁則様 (音 田 )
菅野和代様 (旦之上)
八木政志様 (宝泉)
岡 和幸様 (保免)
秦 しおり様 (茶堂)
満田武督様 (上之町)
酒井キヨ子様 (下之 IUJ)
宇和川利幸様 (保免)
池川鯛谷様 (和田丸)
田中信敦様 (旦之上)
高須賀敦営様 (道向)
大窪篤紀様 (井内下)
菅 美野里様 (保免)
今井宮江様 (三軒屋)
和田キヨ子様 (由里)
どん ぐ りの家を川内町で上映する会
三恵ホーム

十亀義則様
森 清範様
別府頼雄様
河野兵市様
池内 弘様

口口
3 申 無 受
月 込 料 講
16 期 立 料
日 間 話
3 脊

3 一
月 音15
20 向

日邑
負

口
申
込
方
法

印
か
ん
持
参
の
上
、
愛
媛
県
女

図書室は、土 ・ 日曜日も利用できます。(午前 9 時
から午後 4 時30分まで。 火曜日はお休みです。 )
読みたい本のご希望を受け付けてい ますので、

お気t経にお越しください。

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ

ー

(
定
員
日
名
)

口
会
場

松
山
市
山
越

町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定却

名
貝

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費
了
甜
自
己
負
担
)

口
受
付
期
間

3

月
2

日

1

3

月
お
日

口
申
込
方
法

印
か
ん
持
参
の
上

、

愛
媛
県
女

性
職
業
セ
ン
タ
ー
(2
9
2
3

・

2
2
0

1

)
ま
で
申

し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

園
姫
て
ま
り
の
作
り
方

園
技
術
指
導
講
習
会

口
対
象

内
臓
を
希
望
す

る
女
性

口
科姫

て
ま
り
の
作
り
方

目

口
日

土
寸

日
H

4

月
日
日
1

5

月
四
日
ま
で
の

聞
の
叩
日
間

(
土
曜、

日
曜
、

及
び
祝
日
を
除
く
)
9

時
却
分

-
J
R
U
土
寸
ハ
U
L
J

-
H

3
/y 

口
会
場
・
定
員

松
山
市
山
越
町
4
5
0

番
地

口
受
講
料

無
料

(教
材
費

一
部
自
己
負
担

)

口
申
込
期
間

3

月
9

日
1

3

月
出
日

口
申
込
方
法

印
か
ん
持
参
の
上

、

愛
媛
県
女

性
職
業
セ
ン
タ
ー
(2
9
2
3

・

2
2

0
1

)
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

口 ・・・・・日本目し、

談じ
室め

な
や
み

a硲h

土
寸

毎
週
水

・

金
曜
日

8

時
却
分
1

口
時

口
場

所

中
央
公
民
館

口
相
談
員

池
川
温
子
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

口
相
談
電
話

2
9
6
6

・

6
1
5
0

有
線
6
0
1
0

(
無
料
・
秘
密
厳
守
)



イプブ才メ/ジョブ

春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
・
全
国
山

火
事
予
防
運
動

(
3月
1

日
j
3

月
7

日
)

園
田
の
教
育
口I
ン
を

圃
ご
利
用
く
だ
さ
い

間
も
な

く
進
入
学
シ

ー
ズ
ン
を

迎
え
ま
す
。

入
学
時
は
も
ち
ろ
ん

、

在
学
中
に
も
何
か
と
か
か
る
教
育

費
は

、

依
然
と
し
て
保
護
者
の
大

き
な
負
担
と
な

っ

て
い
ま
す

。

こ

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
の

が

「
国
の
教
育
口
|

ン
」
で
す
。

ぜ
ひ

、

ご
利
用
く

だ
さ
い
。

口
利
用
で
き
る
方

融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入

学
在
学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
で
、

年
間
収
入
が
1
2
1
0

万
円
(
事

業
所
得
者
は
9
9
0

万
円
)
以
内

の
方
。

親
族
ま
た
は
本
人
で
も
利

用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

口
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校

O
高
等
学
校

、

高
等
専
門
学
校

O
短
期
大
学

、

大
学
院

大
学
、

O
専
修
学
校
、
各
種
学
校

、

予

備
校
な
ど

O
盲
学
校
、
聾
学
校
、

校
の
各
高
等
部

養
護
学

O
外
国
の
高
等
学
校

、

高
等
専

門
学
校

、

短
期
大
学
、
大
学
、

大
学
院
、
語
学
学
校
な
ど
(
六

カ
月
以
上
の
留
学
に
限
り
ま

す
)

学
校
に
よ
っ
て
は

、
二
疋
の

要

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

口
融
資
額

学
生

・

生
徒

一
人
に
つ
き

2
0
0

万
円
以
内
。

口
資
金
の
使
い
み
ち

入
学
時
の
学
校
納

付

金
、

受
験

費
用

、

学
生
の
国
民
年
金
保
険
料
、

そ
の
他
入
学
に
必
要
な
費
用
な
ど

。

ま
た
在
学
中
の
住
居
に
か
か
る
費

用
、
通
学
に
必
要
な
交
通
費
な
ど
。

口
利

率

年
2

・

5
%

(
平
成凶
年
l
月

5

日
現
在
)。

口
申
し
込
み
窓
口

国
民
金
融
公
庫
全
国
1

5
2

店

市
附

門
ノ
ヰ
」F
h
J、

生
口
〆
u
t
b
-

銀
行
、
信
用
金
庫

、

信
用
組
合

、

労
働
金
庫
、
農
協
、

漁
協
な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
詳
し
く
は

、

国
民
金

融
公
庫
各
店
舗
な
ど
へ
お

尋
ね
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
「
教
育
積
立
郵

便
貯
金
預
金
者
貸
付
」
を
全
国
約

2

万
局
の
郵
便
局
で
、

「
年
金
教

育
資
金
貸
付
」
を
各
都
道
府
県
年

金
福
祉
協
会
な
ど
で
行
っ
て
い
ま

す
。

利
用
方
法
、
融
資
金
額
、
返

済
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は

、

直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

。

在
宅
介
護
を
必
要
と
さ
れ

る
皆
さ
ん
へ

家
政
婦
紹
介
所
が

お
役
に
立
ち
ま
す

古
ご
家
庭
で
病
人
と
か
寝
た
き
り

の
お
年
寄
り
を
か
か
え
た
時
、
介

護
す
る
ご
家
族
に
は
大
き
な
負
担

が
か
か
り
ま
す
。

大
そ
ん
な
時
、
家
政
婦
紹
介
所
に

5416 

3977 

a画h

登
録
し
て
い
る
ケ
ア
・
ワ

l

カ
l

(付
添
い
家
政
婦
)は
、

ご
家
族
に

代
わ
っ

て
親
身
に
介
護
を
い
た
し

ま
す
c

大
ア
テ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
士
及
び
ホ

ー

ム
ヘ
ル
パ
l

の
資
格
を
も
っ
た

ケ
ア
・
ワ

l

カ

l

も
登
録
し
て
い

ま
す
。

女
ケ
ア

・
ワ
l

ヵ
ー

を
お
雇
い
に

な
り
ま
す
と

、

必
要
に
応
じ
て

、

電
動
ベ
ッ
ド
と
か
車
椅
子
な
ど
の

介
護
補
助
器
具
が
無
料
で
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

{問
い
合
わ
せ
先

】

例
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー

愛
媛

支
部
(
包
9
2

1

・
1
4
6
1

)

-有線放送電話加入者異動のお知らせ ( 1 月中) ・

腐?官

寺

音I1

Imll 
ノ、

1度

大日之上

鳥の子

退口脱

.~月ごみの収集日・ 清掃センT611
1. もえる ごみ

収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷・四谷

'緞: ヰ
月・木 土谷・滑川 - 奥松瀬川

天神 (山田団地を除 く) 変更なし

火 ・ 金
:1 ヒ方

週 南方

水・土
前松瀬川山田団地 ;横灘団地 3月 21 日 (土)は

町筋 (天事11 を除く ) 3 月 20 日 (金)に収集

2. もえないごみ・粗大ごみ

収集地域 ガうス 目空ビン慧 空き告等金物類 粗大ごみ

東谷・西谷
3 月 23 日 (月 ) 3 月 1 6 日 ( 月 )土谷・;骨川 ・ 奥松瀬111 3 ~ 9 日 ( 月 )

天神(山田団地を除く )

北方 3 月 10 日 (火) 3 問日 (火) 3 ~ 17 日 (火)
南方

町筋(天神を除く )

3 ~ 11 日 比) 3 ~25 日 (水) 3 月 18 日 (水)前松瀬111

山田団地 ・検灘団地



健康センターか5

3周健康憤報J
-健康センター fi966・2191 有線5833

E1防団諸活老酒

0もぐもぐ教室 (離乳食講習)
日時 3 月 10 日 (火)

午前 9 時30分~
場所 健康センター 2 階
対象児 平成9年8 月 ~1O月生まれ

の乳児と母親
内容 栄養士の話「離乳食の進

め方についてj

調理実習及び試食、身体

iJllJ定、育児相談
持参品 母子健康手 1 1張、エプロン

0 3 歳児健診
日時 3 月 19 日 (木)

受付 午後 l 時~ 2 時

場所 健康センター 2 階
対象児 平成6年 7 月 ~ 9 月生まれ

の幼児

内容 身体制定、小児科診察、
歯科診察、保健指導 (栄
養 ・歯科 )

持参品 母子健康手帳、アンケー ト
(事前に送付します)

0子育て教室
日時 3 月 17 日 (火)

午前 9 時30分~
場所 健康センタ- 2 階

対象児 平成 7年10月 ~ 12月生ま

れの幼児と母親

内容 講話「元気な歯を作ろうj
親子遊び、手づくりおやつ
の試食、身体制定、育児
相談

持参品 母子健康手帳、使用中の
歯ブラシ、アンケ ー ト (事

前に送付します)

E~~涜碕Eヨ

日時

0乳幼児相談
日時 毎週水H程日

午前 911寺 ~ 12時

場所 健康センター 11措

持参品 母子健康手帳
内容 身体制IJ定、育児相談

E嘱蓮蓋・IJÞ.~-r~・

0いきいき健康講座
内容 講義

(ア レルギー性品点についてj
~ あなたも花粉症? ~

品別市
愛媛大学医学部耳鼻咽喉科

佐伯克哉先生

日時 3 月 26 1:1 (木 )
午後 l 時30分~ 3 U寺

場所 健康センター 2 階

集団指導室

0健康講座
内容 講義

「見つめてみよう自分の心J
講師
愛媛大学医学部神経精神科

小谷泰教先生

日時 3 月 11 日 (水)
午後 111寺30分 ~ 3 時

場所 健康センタ- 2 階

集団指導室

置議書j;胃置

0健康相談・栄養相談
血圧iJ!IJ定、尿検査を行っています。

健康に関することはお気軽にご相談

下さい。

日時 毎週水曜日午前 9 時~ 121侍
場所 健康センター l 階

運動指導室

対象児と注意事項

0こころの健康相談
精神的に不安定だったり、お年寄りの痴

呆等の相談をお受けしています。
日時 3 )=J 17 日 (火)

午前 9 時~ 12時
場所 健康センター及び家庭訪問

(注) 予約 11jl J ですので、 事前に保健婦までご
連絡下さい。

E・... 罰百副-
理学療法士による機能回復の訓練を行っ て
います。

日時 毎週水曜日
午後 l 時 ~ 3 時

場所 ガリラヤ荘
(注) 申込みが必要ですので、 保健婦までご

連絡下さい。

EEiiE週藍輩彊掴E逼直話盟国副.

日時 毎週月曜日
午前 8 時30分~ 10時

場所 {建康センタ ー
持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札

予防注射 i斉票

-1D=[íJ~当iヨ自国

日 当番医 住所 電話

1 日 八木耳t~1 咽喉
重信 IHJ 牛 i別

964 
(日 曜日) 科、皮li!jll 5400 

8 日
I出村内科 :ill信 111] 志津川

964-
( 円 H務日) 2461 

1 5 1ヨ
重信町田窪( 日 H程臼) 西本整形外科 161 

2 1 日
< {また 1*1 科 松 111市北梅本町

970 
(春分の日 ) 0011 

22 日
I度音日内手| 松 111市南締本間

975-
(日 H程日) 2232 

29 臼 友愛内手|
松 LLIrI1 7]( iJe IHJ 

976-
( 日 H程日) ノト児科 6262 

種
混
合

3 月 3 日 (火 )
午後 2 時~3 時

3 ヵ月 ~ 7 歳 6 カ月 の者。

* 百日ぜ、きにかかっ た こと のある方は二種混合 ( ジ

フテリア・破傷風)を受付で申し出て受けて下さい。
24時間体制

川内町在宅介護支援センター
9 6 6 -6 2 5 0 

。場所 健康センター 21街 。持参品 旬子健康手帳、 予防接種手帳、体j鼠計

4�  



Photo 

表紙の写真

2 月 7 日、 川上幼稚園でおゅうぎ会が開催

されました。

かぜで参加できない闇児も多く、会場は、

例年より 少 しさび しかったですが、それを吹

き飛ばす図氾の元気な演技が印象的で した 。

町の動き
( 2 月 1 日現在)

11 ，032人(+ 9 人)口人

消
防
出
初
式

写
真
撮
影
の
年
は
不
詳
で
す
が
、
昭

和
三
十
1

四
十
年
代
頃
撮
影
さ
れ
た
消
防
出
初
式
の
写

真
と

思
わ
れ
ま
す
。

川
内
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
横

一
列
に
並
べ
ら
れ

た
消
防
機
材
。

消
防
ポ
ン
プ
を
積
ん
だ
台
車
が
ず

ら
り
と
並
び

、

そ
の
両
端
に
消
防
自
動
車
が
見
え

ま
す
。

現
在
は
、
消
防
機
材
も
充
実
し

、

機
動
力
も
向

上
し
て
お
り
ま
す
が

、

当
時
の
消
防
活
動
の
た
い

へ
ん
さ
が
写
真
か
ら
見
て
と
れ
ま
す
。

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

5，234人(+ 1 人 )

住所 保護者 名前 生年月日
:1ヒ八 1 11m 清家 妃()' 奈4訟 乃の 12.26 
永 野 相原正昇 私l 奏 12.29 
ーI~ irl' 渡部信之 菜 奈 1. 6 
f!I!灘団地 2 市川忠彦 4とJもj' !i車 1. 9 
保免 八木初| 勢'ニ ‘ I J1 ゐ 1. 9 
高 木 村仁俊一 美 121 1.17 
鳥の十 田 :):1 康之 7ニij_. iし台 1.17 
板 戸 吉田日者11士 J予万今 1、 宣J・O伝.四 1.15 

戸籍の窓
(l 月 受付分 ・ 敬称略)

{;{お誕生おめでとう ζざいます

5，798人(+ 8 人)

(+7 戸)3，688戸

男

女

世帯数

女ご めい福 を お祈り いた し ます

住所 氏名 年齢 死亡の日 世帯主

横議団地 2 架村ヒサ子 82 1. 1 栗村正巳

ガリラヤ ~j 相i) !j!J-キクノ 95 12.22 柿1) 世J-キクノ

上古市 渡部延寄 87 1.15 渡部 -t.Iﾉ 

小官l 佐伯シツヱ 80 1.15 佐伯禎 I~:J

中之 IIIT 坂本公保 88 1.25 坂本公保

1:1 illl I~:I良厚美 76 1.28 由良 厚美

jJく !j!J- 大倉 政:liJI~ 81 1.30 大倉 政!i.lh

一
月
下
旬
、
白
猪
の
滝
の
「
凍

滝
」
風景
が
テ
レ
ビ
で
流
れ
る
と

、

役
場
に
は
、
連
日

、

白
猪
の
滝
の

「
凍
滝
」
具
合
の
問
い
合
わ
せ
が

殺
到
し
ま
す
。

週
末
と
も
な
る
と

、

駐
車
場
は

満
杯
と
な
り

、

車
が
道
路
に
あ
ふ

れ
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た

。

訂
正
と
お
わ
び
・

「
広
報
か
わ
う
ち
」
2

月
号
に

掲
載
し
ま
し
た

「か
わ
う
ち
探
検

隊
」
で
俳
句
集
「
知
名
美
久
作
」

と
あ
る
の
は

、

俳
句
集
「
知
名
美

久
佐
」
の
誤
り
で
し

た
。

訂
正
し

て
お
わ
び
い
た

し
ま

す
。

a函‘

編集/)川内町総務課

1' 791 -0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEし(089) 966-2222 有線2111

印刷/岡田印刷
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昨
年
収
穫
し
た
赤
そ
ば
を
試
食
し
て
み
よ
う
と
、

月
十
五
日
、
赤
そ
ば
の
試
食
会
が
井
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

そ
ば
粉
を
練
る
作
業

の
ば
す
作
業
を
試
行
錯
誤
し

な
が
ら

、

な
ん
と
か
そ
ば
が
完
成
。

早
速
、
ざ

る
そ
ば

に
し
て
味
わ
っ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
本
当
に
美
味
。

赤
そ
ば
試
食

「う
ま
い
」
と
い
う
表
現
し
か
で
き
な
い
自
分
が
な
さ

け
な
い
が

、

し
か
し
、

「
うま
い
」
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
そ
ば
湯
も
味
わ
い
、
赤
そ
ば
を
堪
能
し
た
参

加
者
は

、

今
年
も
「
赤
そ
ば
を
作
ろ
う
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。


